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1. ジョージア工科大学での研究活動 

私が所属させていただいたラボではレーザーや超音波などによるイメージング技術を用いた

様々な研究が行われていました。私はそこで、幹細胞治療における問題を２種類の「ナノ粒子」と

呼ばれる小さな粒子を導入することによって解決するというプロジェクトに携わらせていただきまし

た。 

多様な種類に分化することのできる幹細胞はケガや病気などによって損傷した組織を再生する

ポテンシャルを持ちますが、現在の医療ではあまり使われていません。それは主に以下の２つの

原因によるものです。  

① 体内に導入した幹細胞を追跡する方法が確立されておらず、医師が幹細胞の位置を把握で

きない。 

② 導入した幹細胞が体内を動き回ってしまい、目的の組織に留まらせることが困難である。 

  所属ラボでは、２種類のナノ粒子を幹細胞に導入することによってこの問題を解決できるので

はないかという仮説のもと研究を行っていました。まず、①の問題の解決のために金ナノロッドと

呼ばれるナノ粒子を幹細胞に取り込ませ、光音響イメージングと呼ばれるイメージング技術を用い

て体内の幹細胞の追跡を可能にします。さらに、②の問題の解決のために、その性質により磁力

を持つ鉄ナノ粒子を導入します。この粒子を取り込んだ幹細胞を体内に導入し、磁石を目的の組

織の近くに置いておくことにより、幹細胞が動き回るのを防ぐことができるのではないかと考えまし

た。（ちょうど磁石で砂鉄を集めるときのようなイメージです。） 

   初めの１か月は２種類のナノ粒子の生成と人間の脂肪由来の幹細胞培養し、その後は細胞

内にナノ粒子を導入し、私たちが期待する働きをナノ粒子が幹細胞内で見せてくれるのか検証し

ました。ナノ粒子が凝集しないように物質の量を調整しながら幹細胞内により簡単に取り込まれる

ようにポリエチレングリコールでコーティングし、培養した幹細胞に取り込ませました。2 種類のナノ

粒子を取り込んだ幹細胞を体の組織を模倣したゼラチンドームに入れ、光音響イメージングや磁

石を用いて得られるシグナルの大きさや磁石でひきつけるのにかかる時間を含め確かめました。 

 

2. 研究活動における日米の違い 

① 設備の違い 

私の所属したラボは、ジョージア工科大学内も比較的大きなラボでした。イメージング・画像解析

用のドライラボ、細胞培養部屋、化学系の実験のためのドライラボ、動物を扱うための実験室、染

色・実験器具洗浄のための部屋など１つのラボの所有する部屋が沢山あり非常に驚きました。加

えて、実験に利用する道具も使い捨てのものが多く、コンタミ（実験中に意図しない細菌や物質が

混入してしまうこと）を気にする必要があまりないなと感じました。この広い設備を維持するのに必



要な経費を考えると、アメリカの学費が日本よりもはるかに高いのも納得がいきました。 

 

② Academic Pathway/キャリアへの考え方の違い 

 私の個人的な意見ですが、日本では大学は何か一つ専門を決めて学ぶ場所であり、大学院は

学部卒業後すぐに学んだことをさらに突き詰めて研究するというイメージが広く持たれていると思

います。アメリカはその”gold standard”のようなものが全くないなと感じました。 

 例えば私のメンターの Anamik は、学部生のころ生物医工学と経済学をどちらも専攻し、卒業後

に一度就職を経験してから Ph.D.過程に進んでいます。ラボメンバーの中には、学部のころは化学

を専攻していたけれど、応用研究への興味を見出し生物医工学での Ph.D.取得を目指している方

もいらっしゃいました。卒業後の考え方も、ポスドク、就職、企業など本当に人それぞれでした。 

 誰もが自分のやりたいことを追いかけて学び、研究している様子が非常に印象的でした。自分

のやりたいことに合わせて柔軟に進路を変えられる環境はいいと思いますし、学生のモチベーシ

ョンにもつながるのではないかと思います。 

 

③ ラボメンバーの多様性 

ジョージア工科大学のラボと日本のラボで決定的に違うのは、ラボメンバー一人一人が異なる

背景をもつということです。私の所属した研究室のラボメンバーは 17 人いましたが、生まれも育ち

もアメリカなのは 3 人だけでした。学部からアメリカに来た人や、出身国で学部を修了してから

Ph.D.を取得しにアメリカへ来た人、留学中で 1 年間だけラボに参加する人、学部生だけれど早め

に研究に所属し経験を積もうとしている人、本当に様々な背景を持つ人が集まっていました。多様

性が認められて、やりたいという意思のある人全員に門戸が開かれているのが素敵だと思います。 

滞在中、研究ももちろんですがお昼の時間などで他のラボメンバーと話すのも私の楽しみの一

つでした。いろいろな人の経験の話を聞くことで視点が広がり、ほかの国の文化や考え方、人柄

に興味が湧くようになりました。 

 

3. 外国の文化・生活面での苦労 

 海外に滞在することに慣れているつもりでしたが、それでも苦労したことはたくさんありました。ま

ず到着してすぐ、物価の高さに驚愕しました。空港でのどが渇いて軽い気持ちで自動販売機に水

を買いに行ったら 2.5 ドル（400 円くらい）、スーパーで刻んであるキャベツを買おうとしたら 1000 円

くらい、慣れるまでは何を買うのにも気が引けてしまいました。すごく驚きましたが、ルームメイトと

二人で協力してできるだけ食費を抑えようとするのは楽しかったです。 

 また、キャッシュレスの普及度にも驚かされました。日本を出発する際、現金 20 ドルぐらいをもっ

てくるように言われていましたが、私は念のためにと思って多めの金額を持っていきました。行っ

て生活してみると、現金を使う機会はコインランドリー以外ほぼなく、結局現金を余らせたまま帰

国してしまいました。日本ではありえないような「現金なし、キャッシュレスのみ受け付け」のレスト

ランもありました。私は一度カードを忘れてレストランに入ってしまったことがあり、現金は持ってい



たのに何も買えずラボに戻ることになってしまい悲しかったことを覚えています。 

 金銭面以外では、接客の態度の違いにも驚かされました。音楽を聴きながら仕事をしているファ

ストフード店のキッチンのスタッフさんや、スタッフ同士のおしゃべりに夢中になっているスーパー

の店員さん、アメリカならではの「スモールトーク」を毎日してくれるホテルの方など、日本では絶

対に見られないような仕事の姿勢を見ることができました。一概によいと言えることではないかも

しれませんが、仕事の中に楽しみを見出しているのがいいなと思いました。日本も硬くなりすぎず、

アルバイトくらいはアメリカくらいのラフさで仕事に取りくめればいいな、と思います。 

 驚くことは書ききれないくらい沢山ありましたが、何かあるたびに Fellows たちと共有し、一緒に

対策を考え、対処する過程が楽しかったです。トラブルや困ることがあってもそれを「違い」として

認め、面白いなと考えられる姿勢が身に付きました。 

 

4. 本プログラム参加の成果・意義 

 名古屋大学での実習も始まっておらず、研究経験の全くなかった私にとって本当に初めての研

究経験でした。研究経験をし、自分が研究に向いているのか知りたい、将来何をしたいか明確に

したいという気持ちで申し込みましたが、応募時には想像もつかなかったようなものを得ることが

できました。 

 まず、このプログラムを通して私の Role Model に出会うことができました。私のこのプログラムで

の経験を語るうえで、欠かすことができないのはメンターである Anamik の存在です。前述したよう

に、私はジョージア工科大学が初めての研究経験でした。何もかもが初めてで右も左もわからな

かった私に、ピペットマンの持ち方から教えてくださった Anamik には感謝してもしきれませ

ん。”Work hard, play hard”の姿勢で毎日を充実させていて、何事にも全力で取り組んでいる彼の

姿勢は本当にかっこよく、私の Role model です。はじめて「こんな風になりたい」と明確に思える人

に出会えました。 

そして、自分の将来の目標をより明確に考えることができました。彼と毎日実験を進め、今行っ

ている研究の進め方や過去に行った研究の話を聞く中で、実験という形で自分の仮説を検証しよ

り大きな仮説の検証のためにいろいろな視点からアプローチをする研究が本当に楽しいと思うよ

うになりました。それと同時にアメリカでしか感じられないような多様性にあふれるラボの雰囲気を

毎日味わう中で、今までなんとなく思っていた「アメリカで研究をしてみたい」という思いがより明確

になりました。まだ本格的に研究をしたことがないので、正直自分が本当に研究に向いているの

か、Ph.D.取得が現実的なものなのかわかりません。加えて英語力も全く足りないので、これから

先人一倍の努力が必要になることと思います。ですが、この 2 か月で培ったモチベーションをばね

に向上心をもって何事にも全力で取り組みたいと思います。 

また、JP Fellows の皆とのつながりも私がこの留学で得た最高の財産です。一人一人の経験や

これから先の将来のビジョンやその考え方を聞き、夜遅くまで勉強をし、遊ぶときは思いっきり遊

ぶメリハリのある姿勢をみることが私のモチベーションに大きくつながりました。これからも 12 人と

高めあえるような関係でいたいです。そのためにもこれからも何事もチャンスがあればチャレンジ



し、研究者としても人間としても成長したいと思っています。 

 

5. その他 

 Nakatani RIES 2023 を支えてくださった皆様に感謝申し上げます。滞在前、滞在後もサポートし

てくださった中谷財団の小川さん、藤川さん。この研究インターンを支え、時には相談に乗ってくだ

さった Georgia Tech の Dr. Takayama, Dr. Lee Soojung. 研究経験のない私を受け入れサポートし

てくださった Dr. Stanislav, メンターの Anamik。このプログラムへの応募を支えてくださった

Nakatani RIES Alumni の秋田先輩、千葉先輩。そして一緒に頑張りつづけてこの夏を最高なもの

にしてくれた JP/US Fellows の皆。本当にありがとうございました。 

 
 
 


